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大手前短期大学におけるリメディアル教育【数学 ・基礎】の実施報告(5)

佐々木 英 洋

要 旨

近年の 「ゆとり教育」の方針により小 ・中学校、高校における各科 目の指導実施要綱

の内容が以前 より少なくなっているなどの影響により、大学 ・短期大学に入学後、それ

以前の基礎学力の欠如から、授業の理解が追いつかない、授業についていけないとい う

学生が多 く授業運営に支障をきたす等の問題が全国の大学 ・短期大学で多 く見 られてい

る。本学(大 手前短期大学)で もそういった事情は例外ではなく、特 に基礎学力の低下

が就職活動等にも影響を及ぼ しており、基本的な知識を問う筆記試験等を学生がクリア

できず就職率に影響が出るなど、教育、就職の両面か ら基礎学力を補完するための対策

をとる必要に迫 られていた。

そこで本学では平成19年 度より、1年 次の学生を対象に小 ・中学の範囲の計算問題 ・

文章問題を理解 させ、解 くことがで きるようにさせ るために数学(計 算問題)の 入学

前 ・リメデ ィアル(補 完)教 育を始め、平成23年 度で5年 目になる。今回は平成23年 度

秋学期に実施 した 【数学 ・基礎】 リメディアル教育の実施内容 と補習授業への出席率等

の結果について報告する。

キーワー ド 補完教育、 リメディアル教育、入学前教育、基礎数学

1.リ メデ ィアル教育実施の概要

1.1リ メディアル教育実施に至る経緯

近年、「ゆとり教育」の方針により小 ・中学校、高校 における各科 目の指導実施要綱

の内容が以前よ り少な くなっていること、 また早期の推薦 ・AO入 試により合格が早々

に決 まったため高校での勉強の意欲が停滞するなどの傾向が生 じることより、大学 ・短
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期大学に入学後、それ以前の基礎学力の欠如か ら、授業の理解が追いつかない、授業に

ついていけないという学生が多 く、授業運営に支障をきたす等の問題が全国の大学 ・短

期大学で多 く見 られるようになった。 また、基礎学力の低下が就職活動等にも影響 を及

ぼ し、基本的な知識を問 う筆記試験等を学生がクリアで きず、その大学の就職率に影響

が出る事態 も起こっている。そのため、「学力の底上げ」のために何 らかの対策を講 じ

ている大学 も増えてきてお り、入学予定者に対 して、入学 までの学習を指導する「入学

前教育」、入学後も基礎学力 を補完するための授業を実施する 「リメディアル教育」等

が重要視 されている。

本学(大 手前短期大学)で も基礎学力の欠如に関する上記の事情は例外ではなく、特

に小 ・中 ・高で学習する基本的な学力を補完するための対策をとる必要に迫 られていた。

そこで本学では平成19年 度より1年 生を対象に、簡単な計算問題 ・文章問題を理解さ

せ、解 くことができるようにさせるために 「数学 ・基礎」(以 下 「数学」)の 入学前 ・リ

メディアル教育を(正 課授業外で)実 施することとし平成23年 度で5年 目の実施 となっ

た。本文では平成23年 度の 【数学 ・基礎】教育についてその実施内容 と補習授業への出

席率等の結果について報告する。

以下では入学前教育とリメディアル教育を総称 して 「リメディアル教育」 と呼ぶこと

にする。

1.2リ メディアル教育の実施分担

数学の学習範囲 ・内容の監修、補習授業の実施計画、出欠管理等は主に筆者(佐 々木)

が担当し、テス ト・教材作成、答案分析、補習授業の実施は、近畿一一円で各種学校、企

業等で基礎 ・資格講座の講師派遣 ・カリキュラム作成を手がけている(株)イ ング ・ラ

イセ ンスアカデミー(以 下 「イング社」)に ご協力をお願い した。

1.3補 習授業実施時限

本学では1年 次必修科 目として 「フォーラムA(春 学期)」 「フォーラムB(秋 学期)」

を開講 している。 この科 目では一人の専任教員が20名 前後の学生を担当し、主に2年 間

の短大生活を充実 した ものになるよう自己発見のための レポー ト作成 ・発表等を指導し

た り、学校生活を送る上での相談に全体 ・個別対応 した りしている。

開講時限は火曜日1時 限であることは例年通 りであるが、今年度 より各クラスでの授

業 と補習授業の実施順序の前後の入れ替えを行った。各クラスでの授業 は9:10～9:

55に行い、10:00～10:40は 補習授業を実施、対象者以外の学生には担当教員による個

人面談等の時間に充てることとした。 このように前後入れ替えることにより、その日の

補習授業への出席の指導が行えることを狙い とした。
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補習授業は正課授業外で行うことになり、単位認定は行わない。ただし、各学生の一

斉テス トの結果、出席対象 となる補習授業 日程の連絡、補習授業への出席の指導等は、

各フォーラムクラスにて担当教員にお願い した。

2.平 成23年 度 の リメデ ィア ル教 育

平成23年 度は数学 ・基礎 リメディアル教育の5年 目にあたる。過去4年 間と実施内容

はほぼ変わらないが、改めて以下に実施概要を記す。

2.1リ メディアル教育の内容 ・実施の流れ

2.1.1学 習の範囲

小 ・中学校で学習する基本的な算数 ・数学の範囲の修得 を目的に、本学の授業を受講

し内容を理解す る上ではもちろんのこと、社会に出る前にはぜひ理解 しておかなければ

ならない基本事項 ということで、以下の範囲(主 に計算問題)の 学習 を目標 とした。特

に就職試験で頻出される文章題の理解 を必須の位置づけと捉 え、「損益残 ・金銭関係

(SPI系)」 の分野を新たに組み入れた:

①四則演算 ②小数 ・分数 ・比の計算 ③割合

④速度算 ・時間の変換 ⑤一次方程式 ・連立方程式 ⑥損益算 ・金銭 関連(SPI系)

この範囲で問題集(解 説 ・問題46ペ ージ、解答3ペ ージ)を 作成 した。

2.1.2実 施の流れ

実施の流れは、以下の通 りである。

1.フ ォーラムA授 業最終 日に数学問題集を配布 し、秋学期授業開始 までに学習してお

くよう指導する

2.秋 学期フォーラムB第1回 授業時に一斉テス トを行い、採点結果 より各学生の弱点

を分析する

3.答 案の分析 をもとに、分野ごとの補習授業 を秋学期に実施 し、対象者には出席する

よう指導する

(春学期は国語の補習授業が実施 されたが、その内容についてはここでは省略す

る)

2.1.3問 題集の配布

本学は平成16年 度より 「ライフデザイン総合学科」に学科変更 し、 カリキュラム自由

選択 を大 きな柱 とした 「ユニ ット自由選択制」 をとっている。そのため、入学予定者
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(推薦入試等で合格が決定 している者)を 対象に1月 ～3月 の入学前の時期 に 「入学前

オ リエ ンテーション」を実施 し、短大2年 間で履修する科 目群を入学 までに本人に考え

て もらうための履修方法 ・系(科 目群)の 内容等 を説明 している。

例年、この入学前オリエ ンテーション時に入学前課題の問題集を配布 していたが、数

学に関しては夏休み前のフォーラムA最 終授業 日に数学問題集を配布 し、秋学期授業開

始 日までにこの問題集で学習 をするよう指導 した。また、この問題集の内容をもとに秋

学期 フォーラムB第1回 授業 日(9/27)に 全員対象に一斉テス トを行い、その結果を

分析 した結果理解が不十分な分野については補習授業を行 うのでその授業に出席するこ

とを併せて指導 した。

2.1.4一 斉テス トの実施

平成23年9月27日 のフォーラムB第1回 時に上記範囲の数学テス トを、1年 生全員

(260名)を 対象に50分 間で実施 し、235名 が受験 した(出 題 した問題は添付資料1に 記

載)。(人 数は秋学期以降の退学 ・除籍 ・休学者の人数を除いた数字。以下同)

配点は

①四則計算(30題/30点)② 分数 ・小数 ・比の計算(10題/10点)

③割合(10題/10点)④ 速度算 ・時間の変換(30題/30点)

⑤方程式(一 次方程式 ・連立方程式)(10題/10点)

⑥損益算 ・金銭関連(SPI系)(5題/10点)

(計95題/100点 満点)

とした。昨年度は上記①～⑤の範囲に相当するテス トを45分 で行った。

2.2実 施結果

2.2.1一 斉テス トの点数分布

上記答案を分析 した結果、以下の点数分布 となった。出題範囲が変わった ところもあ

るため単純な比較はで きないが、参考のため平成22年 度実施の結果 も記す。

表1数 学テスト(平 成23年度 ・22年度)結 果

年度

(回答時間)
点数

:1

100

70^-

79

60^-

69

50^'

59

40^-

49

0～

39
合計

平均

(点)

平 成23年

(50分)

人数 16 31 32 36 40 80 235
49.5

% 6.8 13.2 13.6 15.3 17.0 34.0 100.0

平 成22年

(45分)

人数 31 31 57 47 57 93 316
52.1

% 9.8 9.8 :1 14.9 :1 29.4 100.0

60点 以 上 が79人(33.6%)、60点 未 満が156人(66.4%)と い う結 果 となった。 文章題
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が 出 題 され た分 、昨年 よ り平均点が下 が った とみ られ る。

2.2.2問 題別正答率の分析と補習授業実施分野

平成23年 度の出題内容別正答率は以下の とおりである。

表2出 題内容別正答率(平 成23年度)

出題内容＼点数 80^-100 70^-79 60^-69 50^-59 40^-49 x^-39 全体

①四則計算 92.5% 88.8% 85.2% 77.1% 64.9% 46.1 .:.'

②分数 ・小数 ・比の計算 88.8% :11' 63.1% 56.9% 34.4% 20.3% 47.3%

③割合 97.5% 87.3% 81.0% 65.7% 60.6% 28.4% 59.7%

④速度算 ・時間の変換 83.5% .:.' 58.0% 43.8% 38.2% 16.0% 41.8%

⑤方程式 83.8% 63.3% 54.8% 57.7% 40.8% 29.9% 47.9%

⑥損益算 ・金銭関連

(SPI系)
66.3% 31.3% 12.4% 8.6% 5.0% 3.8% 14.2%

イングの総評は以下のとお りである

「小数⇔分数の変換 ・比の計算」「速度算 ・時間の変換」 「方程式の計算」

「損益算 ・金銭系(SPI)」 の正答率が低 くなっている。いずれ も就職筆記試験

時に多 く出題される計算の基礎であるため、補習授業で公式や解 き方のコツを

習得 し、早 く正確に解答できる基礎力を補っておく必要がある。

上記の結果 と補習授業実施 日数を照 らし合わせなが ら、以下の基準で補習対象者を決

定 した。なお、⑥分野 「損益算 ・金銭関連(SPI系)」 の対象者が合計235名 と多いため、

総点数が60点 以上の者のクラスを[1]回 目に設定した。

表3補 習回 ・補習分野 ・対象基準 ・対象人数

回 補習分野
補習対象基準

(各分野正解率 ・得点)
対象人数(人)

[1]

①四則計算 7割(21点)未 満 138

⑥損益算 ・金銭関連(SPI系)
6割(6点)未 満かつ

総点数60点 以上
55

[2] ②分数 ・小数 ・比の計算 6割(6点)未 満 162

[3] ③割合 7割(7点)未 満 151

[4] ④速度算 ・時間の変換 5割(15点)未 満 167

[5] ⑤方程式 6割(6点)未 満 160

[6] ⑥損益算 ・金銭関連(SPI系) 6割(6点)未 満 :1

[7] ま とめテ ス ト 総点数60点 未満 197
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2.2.3補 習実施スケジュール

フォーラムB全 体会等の日程 を勘案 し、フォーラムクラスごとに上記の補習授業日を

指定 し、各補習クラス(3補 習クラス)を 割 り当てた。各補習クラスは複数のフォーラ

ムクラスの対象者に対 して合同で授業を実施する。表4に 補習クラスごとの人数の内訳

を示す。

1補 習クラスにつきイング社 より1教 員手配 し授業を実施 した。その結果、述べ21補

習クラスの授業を実施 した

表4補 習授業スケジュール

日 10/18 10/25 11/1 11/15 11/22 12/6 12/13

回 [1] [2] [3] [4] [5] [6] [7]

対象人数(補 習クラスA) 68(① 分野) 57 53 54 59 62 60

〃(補 習 クラ スB) 70(① 分野) 45 43 48 44 51 50

〃(補 習 クラ スC) 55(⑥ 分野) 60 55 65 57 70 70

合計 193 162 151 167 160 183 :1

2.2.4補 習授業の出欠状況

例年同様、出席者が記入 した出席カー ドをイング社の担当講師が回収する形で毎回出

欠をとり、それをもとに各学生の出欠や出席者数 ・出席率を集計 した結果を各フォーラ

ム担当教員に連絡 した。その出欠状況をもとにフォーラム担当教員には対象の補習授業

へ出席するよう随時指導 していただいた。

各回の出席者数 ・率は以下 に示す。なお、出席率はいずれも対象者数に対する出席者

数の率(出 席者には補習対象外の出席者も若干含む)と した。また、昨年(平 成22年)

度の対応する分野の授業の出席率も比較のため併せて記載 している。

表5各 回における出席者数 ・出席率

各回 累計

回 対象者数 出席者
率

(平成23!22鞭)
対象者数 出席者

率

(平成23122年 度)

[1]
0 138 49 35.5%/40.1

193 83 43.0%/40.1
⑥ 55 34 61.8%/

[2] 162 43 26.5%/32.9% 355 126 35.5%/36.4%

[3] 151 50 33.1%/23.0% 506 176 34.8%/31.9%

[4] 167 65 38.9%/21.3% 673 241 35.8%/29.7%

[5] 160 53 33.1%/14.0% 833 294 35.3%125.8%

[6] 183 39 21.3%/一 1016 333 32.8%/一

[7] :1 56 31.1%/12.9% 1196 .. 32.5%123.5%

(注:⑥ 分 野全 体(=[1]⑥+[6])で は 、対象者238名 中73名 出席(30.7%))

[1]回 目の⑥分野(SPI系)の 出席率が60%を 超えてお り、やは り就職試験に頻出
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する範囲なので一一人一・人の授業への出席を促す結果になったのではないかと考えられる。

全体的に出席率は初回から約40%に 低迷 した上、回を重ねるごとに出席率が低下 した

ものの、各回ならびに累計の出席率 もほぼ30%台 で、昨年度に比べるとい くらか改善さ

れた。やはり前半に各クラスで担当教員の指導があったうえで後半の補習授業に出席す

るという形式がある程度効果があったのだと考えられる。ただ、 とても満足のい く結果

ではな く、今後いかに出席率をあげるかが課題である。

2.3ま とめテス ト実施結果

上の[7]回 目に行った、総まとめテス トの概要と結果について記す。

2.3.1出 題 内容

テス ト出題 内容 は、

① 四則計算(6題/18点)、 ② 分数 ・小 数 ・比 の計算(4題/12点)、 ③ 割合(7題/21点)、

④ 速 度算 ・時 間の変 換(10題/30点)、 ⑤ 方 程 式(4題/12点)、 ⑥ 損益 算 ・金 銭 関連

(SPI系)(2題/6点)

の3点 ×33題(全 問正解 のみ100点)と し、40分 間 で実施 した。

2.3.2一 斉 テス トとま とめテ ス トの比較

57名(対 象 者 の32.5%)が ま とめ テス トを受験 した。 この者 らに対 して、 当初 の一一斉

テス トの 平均 点 は40.2点 で あ った が、 ま とめ テス トの 平均 点 は50.5点 と な り、10.3点

ア ップ した。 また、本試験 よ り点数 が上が った ものが41名(73.7%)で あ った。

また、20点 ごとの点数分 布 は以下 の通 りである。60点 以上の 区間ではいず れ もまとめ

テス トの人数 が増 加、特 に60-69点 の 区 間の増加 が非常 に大 きい。

表6本 試験 ・まとめテス トの点数分布(平 成23年 度)

点 数 分 布80-10070-7960-6950-5940-490-39

済 テスト 訊 数(%) 0(0,0%) 2(3.6%) 1(1.8%) 16(28.6%) 15(26.8%) 22(39.3%)
旨

まとめテス ト1人 数(%) 3(5.4%) 4(7.1%) 18(32.1%) 8(14.3%) 6(10.7%) 17(30.4%)

問題数等の条件が異なるので単純に比較できないものの、全体的に補習授業の効果が

あったと考えられる。ただ、60点 未満 に留まった者が31名(受 験者の54.4%)と 多かっ

たのが残念である。

2.3.3ま と めテス ト(平 成22年 度)の 実施概 要

前 年(平 成22年)度 の まとめ テス トにつ いて参 考デ ー タとして述べ る。
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テ ス ト出題 内容 は、

①四則計 算(8題/24点)、 ②分 数 ・小 数 ・比の計算(4題/12点)、 ③割合(7題/21点)、

④速度算 ・時 間の変換(10題/30点)、 ⑤ 方程式(4題/12点)

の3点 ×33題(全 問正解 のみ100点)と し、40分 間 で実施 した。

24名(出 席 率23.5%)が ま とめテス トを受験 した。 この者 らに対 して、 一斉 テス トの

平均 点が40.8点 で あ ったが、 ま とめテス トの平 均点 は56.1点 と な り、15.3点 ア ップ した。

また、本 試験 よ り点数が上 がった ものが21名(受 験 者の87.5%)で あ った。

また、点数分布 は以下 の通 りで ある。 これ も60点 以上 の区間で はいずれ もま とめテス

トの人 数が増加 してい る。 ただ し、 出席 率その ものが低 いので平成23年 度 と単純 に比較

はで きない とは考 え られ る。

表7本 試験 ・まとめテス トの点数分布(平 成22年 度)

点数分布80・10070・7960・6950・5940・490-39

一斉テス ド 人数(%) 2(8.3%) 0(0.0%) 1(4.2%) 4(16.7%) 2(8.3%) 15(62.5%)

まとめテス ト1人 数(%) 3(12.5%) 4(16.7%) 5(20.8%) 3(12.5%) 4(16.7%) 5(20.8%)

3.ま と め

本学でのリメディアル教育の実施 も5年 目となった。例年の補習授業への出席率の低

下について再考 し、今年度 より秋学期開始時に試験 を実施 し引き続 き同時期に補習授業

を実施 したこと、ならびにフォーラムと補習授業の時間帯 も入れ替え、その 日のうちに

出席の指導が直接できるよう取 り計 らうなど、例年か ら比べてい くつか工夫 した。昨年

度より若干改善されているものの、依然出席率が低迷 していることが残念である。補習

授業に出席 している学生に対 しては数学 ・算数の基礎 を補完するという当初の目的は概

ね達成できているが、やはり出席率の改善を今後 も考えてい く必要はある。

単位に直結 しないとはいえ、こういった補習授業への出席 を促すには、まず短大全体

の雰囲気 としてこれらの授業の重要性、特に就職活動等にこのような基本的な事項が問

われ、それらの学習がいかに大切かを認知させることであろう。

数学の基本的な力を補完す ることが、就職活動だけでなく卒業後社会人として生活を

営む上で必要なのは言うまでもない。補習授業の重要性を繰 り返 し説 き、実施 日程 ・教

室など、学生への連絡をよりきめ細やかに配慮する必要があるが、いかに数学 ・算数の

基本の重要性を理解 させるかが依然大 きな課題 として残っている。今後 も何 らかの改善

策を考察 していきたい。
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添付資料1:平 成23年 度 数学 一斉テ ス ト(50分

国 次の計算をせよ。

(1)a7xi4(2>zs40x5zo

(3)448=32(4)48500=250

(5)4.3×6.8(6)0.12×1.3

(7)3200×2.4(8)9.18ニ3.4

(9)z.4-0.08(io)i1.s4=z.7

1313_27(
--)一+一 一=(12)3--2-+

3465330

(13)1-?(14)3x?
749

1_1 _.33(15)2-
x1-(16)==
4345

:平 成23年9月27日 実 施)[全4ペ ー ジ(解 答 は 略)]

3.13(17)3-=1-(18)一=6

424

1.3772.1(19)2-
x1-=一(zo)==1==1=
3510935

(21)7=4×8

(22)8ニ4ニ5×2ニ6×10

(23)4十6×2(24)24=8十2×3

(25)-3十2(26)-4十2十5-3十6-1

(27)(-4)×(+3)×(-2)(28)(-32)÷(-6)×(-2)

(29)-2x+1-Sx-4

(30)3(2x-5)-2(x-4)
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回 次の各問に答えよ。

(1)⊥ を小数で表せ。
4

(2)5を 小 数 で 表 せ 。
8

(3)0.15を 分 数 で 表 せ 。

(4)0.004を 分 数 で表 せ 。

(5)14:21の 比 を か ん た ん に せ よ。

(6)5:1の 比 を か ん た ん にせ よ 。64

(7)3:5=7:xの と き 、xは い く らか 。

(8)x:10ニ31-:22一 の と き 、xは い く らか 。
53

(9)A:B=4:3、B:C=2:5の と き 、

A:B:Cの 比 を 求 め よ 。

(10)A:B=4:3、A:C=5:1の と き 、

A:B:Cの 比 を 求 め よ 。

第31号(2011)

團 次の各問に答えよ。

(1)次 の表の①～⑥を埋めよ。

小 数 0.3 0.45 0,123 0

分 数 3

10

45

100

123
-

1000

56

100

百分率 0 45% 0 ⑥

歩 合 3割 0 ④ 5割6分

(2)400gの3%は 何gか 。

(3)1200円 の3割 は い く ら か。

(4)仕 入れ値が2000円 の品物に、3割 の利益を見

込んで定価をつけたが、売れなかったので定

価の2割 引で売った。

① 定価はい くらか。

② 実際に売った値段はいくらか。
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C]次 の各問に答 えよ。

(1)4時 間25分 は何分 ですか。

(2)1時 間32分48秒 はイ可秒 です か。

(3)1.4時 間は何分 ですか。

(4)3.7分 は何秒です か。

(5)226分 は何時 間何 分です か。

(6)134秒 は何分何秒 です か。

(7)12分 は何時 間です か。

(8)80分 は何時 間です か。

(9)10秒 は何分 ですか。

(10)75秒 は何分 ですか。

(11)3.7kmは イ可mで す か。

(12)12600mは 何kmで す か。

(13)時 速3klnは 分速 何mで すか。

(14)分 速6klnは 秒速 何mで すか。

(15)時 速18kmは 秒速何mで す か。

(16)分 速50mは 時速何kmで す か。

(17)秒 速15mは 時速何kmで す か。

(18)時 速35kmで3時 間 に進 む道 の りは何kmか 。

(19)分 速70mで30分 間に進む道 の りはイ可mか 。

(20)時 速80kmで1時 間45分 に進む道 の りは何kmか 。

(21)分 速60mで1分20秒 間 に進 む道 の りは何mか 。

(22)秒 速8mで2分35秒 間に進む道 の りは何mか 。

(23)時 速36kmで15秒 間に進 む道の りは何mか 。

(24)32kmの 道 の りを時速4kmで 進 んだ ときにかか る

時間 を求 め よ。

(25)480mの 道 の りを分速80mで 進 んだ ときにかか る

時間 を求め よ。

(26)20kmの 道 の りを時速6kmで 進 んだ ときにかか る

時間 を求 め よ。

(27)秒 速15mの ロケ ッ トが189km飛 ぶ のにか か る

時間 を求 め よ。

(28)分 速57001nの 飛行 機 が855km飛 ぶ のにか かる

時間 を求め よ。

(29)24kmの 道 の りを3時 間 かかった ときの速 さを

求 め よ。

(30)3kmの 道 の りを50分 かか った ときの速 さを求め よ。
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固 次の方程式を解け。

(1)x+5=-3

(2)-3x=15

(3)9-Sx=3x+3

(4)3=1-(8x-2)

(5)4.2x-0.8=1.7x+4.2

2

一
3
ニ

ー

一
2

3

一
4

　6

x-42x-5(7) =1
23

(8獄:y-9

y-4

(9億 瓢
,

(1°)x-Y=-1
45

0.Sx-0.6y=-5
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囹 次の各問に答えよ。

(1)あ る品物を仕入れ値の2割 の利益を見込んで

定価をっけたが、売れないので定価の1割 引

で売った ところ3240円 になった。

① ある品物の仕入れ値 はいくらか。

② 利益はい くらになるか。

(2)パ ソコンを13回 の分割払いで購入 した。

1回 目の支払いは全体の1/5を 支払い、

2回 目以降は均等な金額で支払 うことに した。

2回 目以降の1回 あた りの支払額は、全体のど

れだけにあたるか。

(3)あ る店では、ミカンを1個50円 で販売 して

いる。 しかし10個 以上ま とめ買いをする場合

は、9個 を超 えた分については40円 で販売す

る。20個 まとめ買いした ときの総額はい くら

になるか。

(4)P、Q、Rの3人 で 買 い 物 に行 き 、Pは3000円

の ケ ー キ を 、Qは4500円 の フル ー ツ セ ッ トを 、

Rは3600円 の ワ イ ン を 買 っ た 。

3人 の 出 費 が 同 じ に な る よ うに 生 産 す る に は 、

QはPか らa円 、Rか らb円 受 け 取 る と よ い 。

aとbは い く らか 。
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